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研究成果の概要（和文）：　本研究プログラムでは、まず「死の民俗」の扱われ方の背景に関わる研究として、
イギリスでのフィールドワークおよび文献調査を基礎にして、イギリスで成立した近代ホスピスの宗教的背景お
よびその現状について明らかにした。また、現代日本における「死の民俗」の歴史と実態に関しては、国際発表
等を行って国内外での理解と議論を深めた。
　次に、「死の民俗」のなかでも「死者臨在感覚」に焦点を当てて、これまで多様な領域に散在していた「死の
民俗」への言及を包括的に整理し、考察を行った。またそこから、現代における看取りの場面に世俗主義的動向
が顕著に見られることを明らかにし、次の研究の方向性を示した。

研究成果の概要（英文）：  The one of the results of this research program is to show the religious 
background of modern hospice established in England, with field and literature research in the UK.  
As another achievement, I made several presentations regarding “folklore of death and dying” 
existing in contemporary Japan, the topic almost unknown before outside Japan, to deepen discussion 
in terms of international comparison.
  Furthermore, I have published a comprehensive research paper on the history of references to the 
phenomena “presence of the dead” in various fields such as hospice care, psychiatry, psychic 
research, or religious thoughts. In this research, I also point to a secularist tendency in 
contemporary societies, to explore further as a next research topic.

研究分野：宗教社会学、死生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、ホスピス・緩和ケア、精神医学、宗教学、社会学、民俗学といった多様な領域にまたがっており、
そのため主題的に扱われることの少なかった「死の民俗」の実態と研究史について包括的に整理と分析を行い、
今後のさらなる研究へと繋げている点に意義を有している。その際、イギリスを中心とした欧米の動向と日本の
状況とをともに視野に収めて、国際比較の観点を深めている点も重要である。また、本研究プログラムの成果に
は、臨終期視像に関するガイドブックの翻訳をはじめ、ケア臨床に対する貢献を意図した仕事も含まれている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究の主題は、ホスピスケアの現場にて報告される、〈お迎え〉体験、〈中治り〉現象、およ
び死者臨在感覚といった「死の民俗」である。当研究代表者は、2007年・2011 年・2015年と
大規模な遺族調査に参画するなど、現代日本のホスピスにおける「死の民俗」の実証的研究を進
めてきた。本研究では、そうした現代日本における実態の探究をさらに進めるとともに、それを
ホスピスケアの先進地であるイギリスをはじめとした、西欧諸社会との国際比較の観点から分
析し考察していくことを狙った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の主題は、ホスピスケアの現場などで報告される、〈お迎え〉体験、〈中治り〉現象、死
者臨在感覚（sensing the presence of the dead）といった「死の民俗」である。本研究では、申
請者がこれまで携わってきた「死の民俗」の実証的研究を基礎に、現代日本における実態の探究
をさらに進めるとともに、それを西欧との国際比較の観点から分析し考察していくことを目的
とした。なお、2019年度より開始した本研究プログラムについて、新型コロナ・パンデミック
の影響により、とくに後半では文献研究により重点を置くかたちに研究計画の調整を行うとと
もに、一年間の研究期間延長を行った。 
 
 
３．研究の方法 
 
 国際比較研究として、まず、イギリスにおけるホスピス・緩和ケアの現状や歴史について調査
を実施し、複数のホスピスを訪問するとともに、当地でしか閲覧できない資料も含めて文献調査
を行った。その際、とくに重視したのは、現代世界において死の民俗が語られる社会的背景を明
らかにすることである。また、当研究代表者がこれまで携わってきた日本における調査研究を基
礎に、イギリスにおいて学会発表やワークショップを実施するとともに、現地の研究者や関係者
と国際的な視点からの議論を深めた。 
死の民俗に関する学説史研究としては、とくには、終末期体験の一種として、死者の存在を感
じるという「死者臨在感覚」に注目し、医学・心理学・宗教学・民俗学・超心理学など、各分野
に散らばって存在する先行研究の探索を進めるとともに、その扱われ方について分析を進め、近
年グリーフケアの新しい標準となった「継続する絆」論との関わりについて理解を深めた。 
 さらには、現代日本・現代世界において死の民俗が語られる社会的背景については、日本で言
えば東日本大震災や新型コロナ感染拡大といった社会的事件とも結びついたグリーフケアの展
開や、さらにその基層にあり、現代世界になお支配的な世俗主義的な社会秩序に関する考察を進
めた。 
 
４．研究成果 
 
 「死の民俗」とその扱われ方に関する国際比較の観点について、まず、イギリスで成立した近
代ホスピスの宗教的背景およびその現状について明らかにし、2 本の論文として公表した（「近
代ホスピス成立の宗教的背景」および「現代イギリスにおける宗教的多様性とホスピス」）。前者
では、ホスピスケアがその成立当時より、宗教的多元主義を前提としながら近代医学と結びつい
てきたことを、後者では、現代イギリスのホスピスケアにおける宗教的多様性への対処法が、イ
ギリス独自の社会文化的基盤に結びついて確立してきており、今後ムスリムや移民による多様
性の増大によって変容を迫られるという人口動態推計から推しはかられる将来についても論じ
た。 
また、現代日本における「死の民俗」の歴史と実態に関しては、国際発表や国際シンポジウム
のかたちで発表を行い、議論を深めた（“Terminal Lucidity and Remission in Japan，”“Deathbed 
Visions in Contemporary Japan,”“End-of-life Experiences in the Social and Historical 
Context of Japan”）。これらの研究を通して、一方では日本の文化的・宗教的な特徴が明らかに
なるとともに、他方では医療的アプローチの台頭や、そこに見られる世俗主義的傾向といった、
国際的に顕著な動向が重要な課題であることが示された。 
 次に、「死の民俗」に関する実証的研究と研究史的研究およびその社会的・歴史的背景に関す
る考察の総合として、とりわけ「死者臨在感覚」に焦点を当てて、論文「死者に接して絆に繋ぐ： 
死者臨在感覚の研究史」を公表した。この論文はこれまで多様な領域に散在していたこの現象へ
の言及を包括的に整理した研究であり、今後本現象に対する分野横断的な研究の基礎を与える
ものであると言える。また、本論文でも言及した現代における看取りの場面に顕著な世俗主義的
動向については、今後さらに深めるべき研究主題として学会発表を行った。 



 さらに、社会還元活動のひとつとして、看取りの場における「死の民俗」に関する実践的手引
きである「看取りケアをする人のための終末期体験ガイド」（スー・ブレイン. ピーター・フェ
ンウィック著）の日本語翻訳を行い、所属大学のリポジトリ上にて公表している。 
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